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南西航空方面隊司令官

　航空自衛隊那覇基地所属の隊員諸官、ご家族
の皆様、そして平素から那覇基地に対して深い
ご理解と温かいご支援を頂いております地域の
皆様、新年明けましておめでとうございます。
　昨年は、新型コロナウイルスの感染が拡大し、
ここ沖縄でも１日の感染者が 6000人を超える
事態となり、新型コロナウイルスとの闘いが続い
た１年でありました。コロナ禍も３年目となり、コ
ロナウイルスと共に生きるウィズ・コロナも当た
り前の世の中になりつつあります。
　那覇基地におきましても、一時期は多くの隊員
が感染し、訓練や業務、隊内生活等に大きな制
約や制限を受けることとなりましたが、各隊員は
任務を完遂するために、創意工夫を持って困難
を克服し、各種任務や訓練に臨み、高い練度の
維持に邁進して参りました。また、感染拡大が懸
念される中ではありましたが、感染防止策を講じ
た上で、３年ぶりの美ら島エアーフェスタを開催

できたことは、誠に嬉しい出来事でありました。
　今年こそは、新型コロナウイルスの感染が収束
し、以前のように任務や訓練に励み、多くのイベ
ントが開催できる年になってくれることを願って
やみません。
　さて、我が国を取り巻く安全保障環境は、引き
続き、極めて厳しい状況にあります。中国の力に
よる現状変更の試みや活動の急速な拡大・活発
化が顕著であり、国防の最前線である南西域に
おいては、今後も中国の動向に強い関心を持って
注視し、毅然と対応してゆくことが肝要であると
考えます。
　そのような情勢の中、我々那覇基地は、今後も
我が国の領土・領海・領空を守り、国民の皆様
の安全と安心を確保するため、強い責任感と高
い士気を持って任務遂行能力の向上と部隊の精
強化に邁進し、隊員一丸となって任務の完遂に
努めて参ります。

　新たな年を迎えるにあたり、隊員諸官、ご家族
の皆様、そして地域の皆様の益々のご多幸とご
健勝をお祈り申し上げますとともに、本年も変わ
らぬご理解並びにご支援を賜りますようお願い
申し上げ、新年のご挨拶とさせて頂きます。

展示機の化粧直しが完了！
　「新年明けましておめでとうございます」１０月１９日（水）
に始まった展示機の化粧直しですが１１月３０日（水）に完了
し、装いも新たに新年を迎えることが出来ました。お近くへお
越しの際はぜひご覧ください、「近くで見たい」という方は基
地見学を申し込むと可能ですよ！詳しくは基地ホームページ
をご確認ください。

（編集室）
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第9航空団司令  兼 那覇基地司令
高石 景太郎空将補    

　南西域で勤務する隊員諸官、ご家族の
皆様、そして自衛隊に対し深いご理解と
ご支援を賜っております協力団体等の皆
様、地元地域の皆様、新年明けましておめ
でとうございます。
　さて昨年を振り返りますと、我々、南西
航空方面隊は、対領空侵犯措置を厳正に

実施しつつ、沖縄県及び鹿児島県の関係
自治体の皆様と様々な状況を想定した防
災訓練を実施させて頂くとともに、宮古島
でのブルーインパルスの展示飛行を実施
することができた非常に充実した一年で
ありました。
　一方、ロシアによるウクライナ侵攻、北
朝鮮による度重なる弾道ミサイルの発射、
そして中国による台湾周辺での軍事演習
における日本の排他的経済水域（ＥＥＺ）
内への弾道ミサイルの落下等、既存の国
際秩序を大きく揺るがす事態が生起しま
した。現在も継続しているところです。そう
した中、昨年十二月、日本の安全保障政
策の歴史的転換となる安全保障関連３文
書が閣議決定されました。今後より一層厳
しさを増す日本の安全保障環境に対応し
ていくため必要な防衛力の抜本的強化を
実現し、真に国民を守り抜ける体制を作り
上げるための文書と認識しています。我々

南西航空方面隊としましては、こうした政
府の方針等に基づき、所要の体制整備に
努めていく所存です。
　本年も我々南西航空方面隊は、いかな
る状況の変化にも即時に対応できるよ
う、日々、昼夜を問わず厳しい訓練を実施
し、地域の皆様の安全と安心を確保する
ため、国防の最前線である南西域の防衛
に全力を傾注し、任務完遂に万全を期す
所存です。また、新型コロナウイルスの感
染拡大の波も懸念されますが、感染防止
に努めながら、各種イベントの開催にも積
極的に取り組んで参ります。
　引き続き皆様のご理解ご支援を賜りま
すようお願い申し上げますとともに、本年
が皆様にとって幸多き年となりますよう心
からお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせ
て頂きます。

N A H A  A I R  B A S E   n e w s p a p e r

J a p a n  A i r  S e l f  D e f e n s e  F o r c e

J a n u a r y   10 ,  2023
発行：おきなわ会
   印刷：丸正印刷株式会社

新春号
vol.522NAHA AIR BASE

①J a n u a r y   1 0 ,   2 0 2 3







FM レキオ FM もとぶFM21

次回放送日1月20日（金）20：00～
※再放送は FMレキオのみ1月22日（日）21：00～

スマホアプリで全国どこでも聴ける♪

サザンウィングサザンウィング
那覇基地広報ラジオ那覇基地広報ラジオ

詳しくは那覇基地HP
広報ラジオにアクセス !!

かりゆしぬ出船 
んじふに

【定年退官】

◆令和4年12月11日付　
  南西航空方面隊司令部監理監察官　空将補　仙波　浩
◆令和4年12月25日付
  警戒航空団第603飛行隊整備小隊　空曹長　一色　正利
◆令和5年1月26日付
  第9航空団飛行群本部　                准空尉　山下　正倫
◆令和5年2月2日付
  第５高射群本部　                        2等空佐　清島　厚樹
◆令和5年2月3日付
  第9航空団基地業務群通信隊　      准空尉   小川　充
◆令和5年2月4日付
  南西航空方面隊司令部防衛部　      准空尉　古里　勝幸
◆令和5年2月26日付
  南西航空警戒管制団司令部監理部　空曹長　金山　隆

せんば　      ひろし

いっしき　      まさとし

やました　      まさみち

おがわ　      まこと

ふるさと　      かつゆき

かなやま　     たかし

きよしま　        あつき

「結核予防複十字シール募金」贈呈
　11月21日（月）に、那覇基地において隊員からの
募金「結核予防複十字シール募金」が沖縄県結核
予防婦人連絡協議会へ基地司令から手渡されました。
　この募金は、結核や肺がん・COPD（慢性閉塞
性肺疾患）などの胸の病気の普及啓発、全国の結
核の予防団体の事業支援、開発途上国の結核対
策支援、結核等の調査研究活動等に活用されます。

（編集室）

「赤い羽根共同募金」贈呈
　12月12日（月）に、那覇基地隊員からの募金
「赤い羽根共同募金」が沖縄県共同募金那覇
市共同募金委員会へ基地司令から手渡されま
した。
　この募金は、沖縄県内の子供たちや高齢者
及び障害を持つ方などのさまざまな福祉活動
や災害時支援に役立てられます。

（編集室）

　第９航空団は、令和3年9月26日から令和4年10月21
日の間、飛行時間10，000時間の無事故を達成し、航
空幕僚長から飛行安全褒賞が授与されました。今回
の受賞は、通算６回（連続４回）となります。また、支
援部隊として南西警戒管制団、那覇管制隊及び那覇
気象隊も同褒賞を受賞しました。

（9空団司令部安全班長）

　基地弓道部に所属する第9航空団整備補給
群装備隊 空士長 大渕 優喜（おおぶち ゆう
き）は令和4年11月26日（土）及び27日（日）の二
日間、県立奥武山弓道場で開催された「第72回 
沖縄県民体育大会 弓道大会」において※近的
一般男子個人の部において「優勝」という成績
を修めました。
　大渕士長は令和４年７月に開催された「第３
９回沖縄タイムス社杯弓道大会」においても個
人の部で準優勝した実績があり、今後の更なる
活躍が期待される隊員ですので是非応援を宜
しくお願い致します。

（那覇基地弓道部世話人　山岸１曹）
※「近的」とは２８ｍの距離から直径３６ｃｍの的を射
抜く種目、また距離が６０ｍの距離から直径１２２ｃｍ
の的を射抜く種目を「遠的」と言います。

インターンシップ（体験就業）受入れ実施中！インターンシップ（体験就業）受入れ実施中！

　那覇基地は１２月１３日（火）から１２月１５日（木）までの３日間、久米島高校１年生のイ
ンターンシップ（体験就業）１名を受け入れました。受け入れは、新型コロナの影響により令
和元年以降3年ぶりとなります。
　今回は、那覇救難隊及び第９航空団（飛行群、整備補給群、基地業務群）の協力を得て、
航空自衛隊のお仕事を一部ですが体験してもらいました。終了後、実習生は「航空自衛隊に
もいろいろな仕事があることを知れて良かった！良い経験でめっちゃ、楽しかった！今後も
後輩などのインターンシップを受け入れてほしい。」と感想と要望を残し久米島へ帰ってい
きました。
　もちろん、今後も受け入れていきますのでお申込みお待ちしております。

（編集室）

沖縄県民体育大会
近的一般男子個人の部「優勝」の快挙

飛行安全褒章受賞
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